












た。日本滞在は 1922 年 11 月 17 日から 12 月 30 日の 43 日間であった。このときアインシ
ュタインに付き添って歩いたのが石原純である。石原は 1921 年に『アインスタインと相対
性理論』を出版している。 
山本一清は 1922 年 9 月 11 日に欧米留学の旅に出て帰国が 1925 年 3 月 3 日であるから
入れ違いとなり、アインシュタインに国内であったことはない。しかし出発とほぼ同時の
1922 年 9 月 14 日には『アインシタイン相対原理』という 77 ページの小型の本（125mm
×187mm）を警醒社書店から出版している。『星座の親しみ』に次いで翌年に出されたすっ





ルのほうが誤植であろう。ちなみにこの本はその後 3 か月間に８版を重ねている。 
         
1921 年ころのアインシュタイン    山本一清著『アインシタイン相対原理』（警 
（ウィキペディアより）       醒社書店、1922、資料番号 1-20-35）の表紙 





















































・桑木彧雄、『絶対と相対』、下出書店、1921（新生会叢書第 11 編） 
・杉元賢治、『アインシュタインの東京大学講義録』、大竹出版、2001 
・西尾成子、『科学ジャーナリズムの先駆者 評伝石原純』、岩波書店、2011 




































































































































・『星尋 ～星空にいだかれて～』、本田實生誕 100 年記念誌、クラシキ・クラシック、2013 
・冨田良雄、「『天文歌』考」、第２回天文台アーカイブ報告会集録、2011 




 一昨年 4 月に山本天文台資料引受のための予備調査におとずれた折におどろいたものの
一つが、先生の書斎だった第二研究室の真中にしつらえてあった大きな回転机であった。
分厚い天板は、幅 430mm 厚さ 45mm の欅板を 4 枚つなぎ合わせて対角 2,020mm の六角
形としたもので、中心を貫く回転支柱の下部は軸受に載せられ、上部は天井の梁にわたさ
れた板に開いた丸穴にさしこまれている。ちなみに軸受は外径 82mm のスラスト玉軸受で、
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 カルバー46cm 赤道儀は 1927 年に先生が英国の月面観測者として知られるグドエーカー
から譲り受けて輸入し、1929 年に竣工した花山天文台の敷地内にスライドルーフの観測小
屋を建設して設置された（写真 1）。先生が 1938 年に京大を退官された後、田上天文台が




   
写真１．花山天文台に設置された 46cm 鏡（1929） 写真２．田上天文台に置かれた 46cm 鏡（1942 ころ） 
戦後、先生がアナナイ教に関係をもたれ、カルバー46cm 鏡は 1957 年に沼津のアナナイ
教天文台に移設された。しかし翌年に先生はアナナイ教とはすこし間をもたれ、1959 年に
亡くなられた。その後始末をされたのが坂井氏のお父さんの坂井義雄氏であった。その縁































   写真５．第一観測室に設置されていた中村 11cm 天体写真儀 写真６．山本資料室に保管中 
（戦後すぐのころ）                  のエリソン経緯儀 
 写真 5 を見ると天体写真儀に比べて赤道儀が不相応にしっかりしたものであるとわかる。
ちなみに先生の観測助手を務めているのは野邑俊彦氏である。 
 この 3 月下旬に国立天文台の中桐氏、国立科学博物館の西城、洞口、中島の３氏と西村










 I. Yamamoto, “General Descriptions of the Kwasan Observatory of the Kyoto 
Imperial University”, Publications of the Kwasan Observatory, vol.1, no.1, 1929. 
 天界花山天文台記念号、第 9 巻、第 103 号、1929. 
 中村要、「改発氏の 15 センチ赤道儀」、天界、第 10 巻、第 105 号、1929. 
 山本一清、「田上天文台の施設 私設天文台での私の仕事」、科学画報、第 31 巻、第 7
号、66－69、 
 山本一清、「村の天文台」、旅、第 25 巻、第 6 号、28－30、1949. 
 山本一清、「田上天文台」、天界、第 34 巻、第 344 号、31 – 42、1953. 
 木辺成麿、「山本英子夫人の想い出」、天界、第 702 号、308、1983. 
 斐太天文処、星と人、山本博士関連記事、第 14、15、16 号、1983. 
 坂井義人、「山本一清博士と遺愛カルヴァー46 センチ反射望遠鏡」、第二回天文台アー
カイブプロジェクト報告会集録、11－17、2011. 
















って Popular Astronomy 誌に多数掲載された。これについては拙著『中村要と反射望遠鏡』
に詳しく紹介しているのでそちらを参照していただければ幸いである。 













火星観測に関するスコフィールドとの往復書簡  観測野帖と Popular Astronomy 別刷り 
43
 山本天文台の第 1 観測室 1 階には、天体観測に直接関係する星図、星表、天体暦、気象
データなどが保管されていた。その中に中村要の観測野帖、火星スケッチ帖、手紙類もあ
った。また第 2 観測室 2 階でも、全国の天文愛好家からの中村宛や、中村の親族から山本
宛の手紙類が多数まとめて見つかった。 
  








       
中村要の火星カラースケッチ。左より 1922 年 3 月 13 日、7 月 16 日、7 月 20 日、10 月 23 日。 
 
 中村は火星観測を始めた 1922 年ころには、盛んにカラースケッチを行っていた。彼の観
測ノートは、貼り付けられたスケッチの上に柔らかい薄紙を重ね、こすれて顔料が落ちる








    
中村要の火星スケッチ（単色、左 1924 年 8 月 19 日、右 1924 年 9 月 1 日） 




















 火星は 2 年 2 ヶ月ごとに地球に接近し、15－17 年ごとに大接近になる。接近時期に火星
が夕刻の見やすい空にあったり、大接近だったりすると小望遠鏡での観察にも耐えうる惑
45
星である。このことは筆者自身 2003 年の大接近時に口径 60mm の野鳥観察用の望遠鏡で




日（1793 年 8 月 26 日）である。いっぽうの一貫斎が惑星スケッチを残したのは天保七年
四月廿六日（1836 年 6 月 9 日）である。作花一志氏の計算によればその前後の火星の接近
は 1792 年 3 月、1794 年 5 月、1834 年 12 月、1837 年１月に起こっており、両者とも火星
の接近時期からかなりずれていた。したがって両者ともスケッチをのこした日には火星は
かなり暗かった。また岩崎恭輔氏からｈ1793 年 8 月 26 日の火星の出は 2 時 58 分、南中は
10 時 2 分、没は 17 時 6 分、1836 年 6 月 9 日の火星の出は 2 時 34 分、南中は 9 時 18 分、
没は 16 時 3 分だったので、いずれの日も観望を行いやすい夕方ではなく、未明であったの
で時間帯からいっても見ていないだろうとご教示いただいた。 
  



































友の会、第 17 巻、第 9 号、2000 
・ 岩崎恭輔、「国友一貫斎と火星」、上田市立博物館特別展『江戸時代の科学技術と信州・
上田』図録、2005 













 山本天文台第一観測室の棚に『海王星 発見と其の後の知識』と題した 41 ページの小冊
子が 780 冊あまり保管されていた。この冊子は「海王星の発見後一百年を記念する出版」

























































・S.C. Albers, Sky & Telescope, 57, 3, 220 – 222, 1979 














   









 それに呼応する形で、たとえば岡山の小田県では佐伯義門が『山蚕養法』（明治 6 年、小
田県製糸場）を著し、クヌギ等に繭をかけるヤマサンの美しい緑色の天蚕糸を産業化する
ことにつとめた。この本には多色刷りの図版が多数掲載されている。同時期に岡山で出版





























   


















・ 「決議」 大野村農民組合定期大会（昭和 22 年 1 月 30 日） 
・ 「農民組合に就いて！！」 前野弥一郎 
・ 「大野村農民組合青年部規定」 
・ 「改革運動の要旨」 
・ 昭和 21 年度県下郡別茶業実勢 
・ 「茶業改革案」 大野村農民組合 
・ 「茶業年中行事」 大野実業補習学校 
・ 「近江茶農業協同組合員募集方依頼」 近江茶農業協同組合設立準備会長 奥野忠安 
昭和 22 年 12 月 30 日 



















































たのは、藤田の名刺 2 枚、「事業年度第一年度昭和三十三年 造暦事業目論見経費予算書 発
起人会」と題されたガリ版刷り冊子 2 冊と、天社土御門神道本庁編の「昭和三十三年戊戌
年本暦」数冊である。予算書には資本金 1 千万円、暦の販売などによる総収入 5 千 5 百万




  さまざまな装丁の天社土御門神道本庁昭和 33 年本暦     『造暦事業目論見経費予算書』 
 




























 探検家として有名な西堀栄三郎（1903 - 1989）から山本先生（1889 - 1959）にあてた一通の手





       
図１．西堀栄三郎から山本先生への手紙の封筒    図２．スピグラ（米国グラフィックス社製スピードグラフィック 








分１９５７．９．２０頃だったと思います。GMT の 1800 頃かと思います。 
 場所は昭和基地、撮ったものはわたしです。機械はスピグラ 175 ミリ f4.5、でうつしたと思います。











 西堀は第一次南極越冬隊長として 1957 年 2 月から翌年 2 月までの 1 年間、10 人の隊員ととも
にすごし、帰国したあと東海村の日本原子力研究所の理事の職にいた。この手紙の前にもう一通





今、石崎正子さんから送ってくださった天界 399 号を拝見しました。（次は 400 号！）もうまよなか
ですが、一筆書かずには居られません。奥様も、お元気と思います。わたしは南極で、よく星を眺





































     
図３．『天界』第 402 号に掲載された西堀栄三郎が     図４．『天界』第 2 巻第 18 号に掲載された西堀栄三 








 歴史は繰り返すというのだろうかその 35 年前、西堀は設立されたばかりの天文同好会の会員と



























































































5. 『アインシタイン相対原理』, 警醒社，1922 
6. 『星と其神秘』、大阪毎日新聞社、1922、（婦人見学叢書２） 
7. 『眼に見える 星の研究』,警醒社,1922,山本一清序、吉田源治郎著 















22. 『万有科学大系 第一巻 天体と宇宙』,万有科学大系刊行会,1927,共著 
23. 『天文の話』,1929 
24. 『JOGK 講演集』,熊本放送局,1929,共著、山本「天体よりの無線通信」 
25. 『小学生全集第 62 巻 天文の話・鉱物の話』,文芸春秋,1929,共著、山本一清・脇水
鉄五郎 











35. 『山岳講座第 8巻 山と天文常識』,共立社,1936,全 8 巻、共著 








44. 『科学随筆 音』,人文閣,1942,共著「写真と眼の対比」 
45. 『月の話』,偕成社,1943 
46. 『コペルニク評伝』,恒星社,1943 
47. 『科学随筆 換気筒』,厚生閣,1943,共著、山本「涼み台」 
48. 『標準天文学 新版』,恒星社厚生閣,1944 
49. 『天文新話』,恒星社厚生閣,1947 
50. 『海王星 発見と其の後の知識』、東亜天文学会、1947 
51. 『趣味の天文学』,晃文社,1948 




56. 『中学天文教室 16 星の宇宙』,恒星社厚生閣,1958 
57. 『48 人の天文家』,恒星社厚生閣,1959 






no.10, no.81 は未発見。それ以外に先生のリストにもれている論文・記事を 106 番目以降
に追加したが、一般向けの雑誌等に寄稿されたものはまだまだあるだろう。 
1. “Novae Lacerta ?”, （1914 年投稿） 
2. Issei Yamamoto, “Preliminary Report of the Investigation on the Nature of the 
“z”-Term in the Latitude Variation”, Tokyo Sugaku-Buturigakkwai Kizi, 2nd Ser., 
vol.IX., No.17,1918 
3. I. Yamamoto, “Light-curves of several recent Novae, and some notes on the 
general features thereof.”, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., vol.IV, No.1, 1919 
4. I.Yamamoto, Y.Ueta, and K. Kudara, “Observations of Nova Aquilae No.3.”, Mem. 
Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., vol. IV, No.1, 1919 
5. 山本一清、「新星総覧」、天文月報、第 13 巻、第 10 号、1 – 41、1919. 
6. Issei Yamamoto and Kaname Nakamura, “Observation of Meteors Probably 
connected with the Pons-Winnecke’s Comet in 1921”, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. 
Univ., vol. V, No. 5, 1922 
7. Issei Yamamoto, “On some relations between the Solar Constant and Solar 
Activity”, Monthly Notices of R.A.S., vol. 85, No. 1, 1924. 
8. Issei Yamamoto, “Simultaneous Observations of Latitude Variation with Special 
Arrangements for the Investigation of the Atmospheric Refraction Effects at 
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12. 山本一清、「日本に於ける太陽黒点観測」、天界、第 6 巻、第 63 号、1－22、1926 
13. 山本一清、「ニウトンの伝」、天界、第 7 巻、第 72 号、1－42、1927 
14. 山本一清、「ツアイス製のプラネタリウム」、天界、昭和 2 年五月号、1－9、1927 
15. Issei Yamamoto, “Photograph of a Remarkable Meteor”, Ap. J., Vol. 66, No. 4, 
329-332, 1927. 
16. 山本一清、「1927 年 11 月 10 日水星の太陽面経過観測報告」、自然科学、第 3 巻、第 1
号、109－136、1928 
17. 山本一清、「吾が父の追憶」、天界、第 81 号、1－4、1927 
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65
21. Issei Yamamoto, “Some Notes on Solar Research”, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. 
Univ., Ser. A, Vol. XI, No. 5, 303 – 309, 1928. 
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